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渡
部　

市
代

　

問　

大
型
生
ご
み
処
理
機
に
よ

る
生
ご
み
の
分
別
・
資
源
化
モ
デ

ル
事
業
が
始
ま
る
が
、
ピ
ー
ト
モ

ス（
有
機
質
土
壌
改
良
材
）を
使
用

し
た「
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
」な

ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
わ
ず
手
軽

に
減
量
化
・
資
源
化
で
き
る
方
法

を
実
施
す
る
考
え
は
な
い
か
。
市

庁
舎
入
り
口
に
、
こ
の
よ
う
な
方

法
を
展
示
し
啓
発
す
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。ま
た
、抗
酸
化
溶
液

配
合
の
抗
菌
バ
ケ
ツ
は
、
生
ご
み

を
入
れ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
ご
み
に

し
な
く
て
す
む
こ
と
や
バ
ケ
ツ
に

入
る
量
し
か
出
さ
な
い
と
い
う
努

力
に
つ
な
が
る
こ
と
、
生
ご
み
が

腐
り
に
く
く
臭
気
対
策
に
な
る
こ

と
な
ど
の
利
点
が
あ
る
。
モ
デ
ル

事
業
で
の
使
用
を
検
討
し
て
は
。

　

答　

生
ご
み
の
減
量
化
・
資
源

化
の
施
策
と
し
て
は
、
誰
で
も
簡

単
に
継
続
し
て
実
施
で
き
る
方
法

　

問　

寺
尾
上
土
棚
線
の
北
伸
は
、

　

年
前
の
計
画
で
は
実
現
が
不
可

４０能
で
、
天
台
小
学
校
の
地
下
を
抜

け
る
ル
ー
ト
へ
の
変
更
も
想
定
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
場
合
の
事
業

予
算
は
ど
の
程
度
か
。
こ
の
計
画

を
今
回
改
定
さ
れ
る
「
か
な
が
わ

の
み
ち
づ
く
り
計
画
」
に
載
せ
る

よ
う
で
あ
る
。
住
民
に
十
分
な
理

解
を
得
た
上
で
県
に
働
き
か
け
る

日
本
共
産
党　

上
田　

博
之

姿
勢
が
必
要
だ
と
思
う
が
、
市
の

考
え
は
。
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
計
画

な
ど
で
市
内
の
緑
は
３
分
の
２
に

減
っ
た
。
開
発
や
車
優
先
で
は
な

く
、
自
然
と
の
共
生
を
ま
ち
づ
く

り
の
中
心
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

　

年
後
の
緑
が
ど
の
程
度
減
少
す

２０る
と
予
測
し
て
い
る
か
。

　

答　

現
在
の
計
画
で
は
事
業
予

算
が　

億
か
ら　

億
円
程
度
で
、

７０

８０

そ
の
う
ち
工
事
費
が　

億
円
弱
と

３０

想
定
し
て
い
る
が
、
地
下
式
に
し

本市の都市間競争

力を高めるために

企業支援と誘致を

寺
尾
上
土
棚
線
北
伸
は
市
民
合

意
の
も
と
に
進
め
る
べ
き
で
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
わ
ず
手
軽
に

生
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
を

が
適
正
で
あ
る
と
考
え
、
電
気
式

の
も
の
な
ど
、
手
軽
に
取
り
扱
え

る
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
の
普
及

を
行
っ
て
い
る
。
段
ボ
ー
ル
コ
ン

ポ
ス
ト
は
、
家
庭
で
で
き
る
方
法

の
一
つ
と
認
識
し
て
お
り
、
市
庁

舎
内
に
展
示
し
て
情
報
提
供
に
努

め
た
い
。
ま
た
、
モ
デ
ル
事
業
で

は
、
生
ご
み
を
専
用
の
バ
ケ
ツ
な

ど
で
既
存
の
収
集
所
に
排
出
し
て

も
ら
う
予
定
で
あ
る
。
密
閉
式
の

バ
ケ
ツ
を
考
え
て
い
る
が
、
今

後
、
説
明
会
で
協
力
世
帯
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
、
実
施
方
法
な
ど

の
詳
細
を
決
め
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
「
地
域
に
住
み
続
け
る

た
め
の
地
域
交
通
に
つ
い
て
」
を

質
問
）

た
場
合
に
は
６
倍
程
度
の
工
事
費

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
寺
尾
上
土

棚
線
の
北
伸
は
、
今
回
改
定
さ
れ

る
か
な
が
わ
の
み
ち
づ
く
り
計
画

で
、
事
業
化
を
検
討
す
る
個
所
と

位
置
付
け
て
お
り
、
今
後
、
県
と

共
に
地
元
へ
の
対
応
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
将
来

の
緑
地
の
全
体
的
な
予
測
は
難
し

い
が
、緑
地
保
全
施
策
を
展
開
し
、

長
峰
の
森
な
ど
の
民
有
林
や
新
市

街
地
整
備
の
公
共
緑
地
で
、
緑
を

保
全
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
ほ
か
に
「
綾
瀬
市
で
の
官
製
ワ

ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
実
態
と
改
善
に

つ
い
て
」
「
高
齢
者
の
利
用
が
多

い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
常
設
を
」
を
質
問
）

新
綾
ク
ラ
ブ　

笠
間
信
一
郎

　

問　

最
近
、
工
場
の
跡
地
が
目

に
付
く
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
企

業
の
設
備
投
資
の
冷
え
込
み
や
工

場
の
整
理
統
合
に
よ
る
も
の
と
思

う
が
、
現
在
の
市
内
企
業
数
と
雇

用
者
数
の
推
移
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。
企
業
の
転
出
状
況
は
。
ま

た
、
空
き
工
場
や
工
場
用
地
な
ど

は
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
。

海
老
名
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開

通
に
よ
り
、
本
市
の
都
市
間
競
争

力
は
周
辺
都
市
に
比
べ
、
相
対
的

に
下
が
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
法
人
関
係
諸
税
の
減
少
に

よ
る
、
財
政
悪
化
も
考
え
ら
れ
、

今
以
上
に
企
業
政
策
や
産
業
振
興

策
の
強
化
拡
充
が
求
め
ら
れ
る
。

企
業
誘
致
条
例
の
制
定
を
含
め
た

誘
致
政
策
や
既
存
企
業
へ
の
支
援

策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

答　

平
成　

年
度
の
調
査
で
は

１９

従
業
員
４
人
以
上
の
事
業
所
が
４

７
６
あ
り
、
従
業
者
数
は
１
万
４

８
８
０
人
で
、　

年
度
以
降
減
少

１０

傾
向
に
あ
る
。　

年
度
か
ら
の
３

１９

年
間
で
、　

人
以
上
の
事
業
所
が

５０

４
件
転
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
空

き
工
場
や
工
場
用
地
は
現
在　

件
１３

あ
り
、
商
工
会
な
ど
と
連
携
し
て

情
報
把
握
に
努
め
て
い
る
。
誘
致

策
は
、
（
仮
称
）
綾
瀬
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
効
果
を
生
か
し
、
深

谷
落
合
地
区
な
ど
に
受
け
皿
と
な

る
市
街
地
整
備
を
検
討
し
て
い
る
。

誘
致
条
例
は
将
来
の
財
政
基
盤
を

築
く
上
で
重
要
な
施
策
で
あ
り
、

景
気
動
向
の
変
化
な
ど
を
見
極
め

制
定
し
て
い
く
。
ま
た
、
既
存
企

業
に
は
、
運
営
や
融
資
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

４
月
５
日
、
入
学
式
が
各
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
を
楽
し
み
に
待

っ
て
い
た
新
入
生
た
ち
は
、
喜
び
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
の
様
子
で
し
た
（
土
棚
小

学
校
に
て
）

市民が触れ合い交

流できる農業公園

設置の取り組みは

　

問　

（
仮
称
）
綾
瀬
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
が
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
と
し
て
平
成　

年
度

２９

に
実
現
す
る
可
能
性
が
見
え
て
き

た
。
地
域
経
済
の
活
性
化
に
は
、

優
良
企
業
誘
致
を
推
進
す
る
必
要

も
あ
る
が
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

開
通
後
、
本
市
が
通
過
さ
れ
る
市

と
な
ら
な
い
た
め
に
、
本
市
を
訪

れ
る
方
や
市
民
が
触
れ
合
い
、
交

流
の
で
き
る
観
光
振
興
も
重
要
で

あ
る
。
そ
の
た
め
の
取
り
組
み
と

し
て
、
以
前
に
も
提
案
し
た
が
、

広
大
な
優
良
農
地
を
生
か
し
た
農

業
公
園
設
置
の
状
況
は
ど
う
か
。

市
役
所
周
辺
は
農
用
地
で
あ
り
、

施
設
な
ど
の
設
置
許
可
を
得
る
の

は
難
し
い
と
聞
く
が
可
能
な
の
か
。

　

答　

農
業
公
園
は
、
農
業
を
身

近
に
体
感
で
き
る
拠
点
と
し
て
、

現
在
、
策
定
中
の
産
業
振
興
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
重
点
目
標
で
あ
る
、

ア
グ
リ
パ
ー
ク
構
想
の
中
で
設
置

を
考
え
て
い
る
。
農
業
公
園
の
ほ

か
に
、
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ

ト
な
ど
農
畜
産
物
の
流
通
拠
点
、

農
商
工
業
者
が
連
携
し
て
生
産
流

通
を
進
め
る
拠
点
、
農
業
と
先
端

企
業
に
よ
る
新
た
な
連
携
拠
点
を

用
意
し
、
農
商
工
業
者
、
市
民
、

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
農
業
振

興
を
展
開
し
て
い
く
。
ま
た
、
農

業
用
の
施
設
を
つ
く
る
と
い
う
こ

と
で
は
、
農
業
振
興
地
域
整
備
法

に
基
づ
く
農
用
地
の
用
途
か
ら
逸

脱
す
る
も
の
で
は
な
く
、
設
置
は

可
能
と
考
え
て
い
る
。

（
ほ
か
に
「
学
力
向
上
策
に
つ
い

て
」
「
生
涯
学
習
の
充
実
に
つ
い

て
」
を
質
問
）

　

議
会
の
会
議
に
は
、
大

き
く
分
け
て
本
会
議
と
委

員
会
が
あ
り
ま
す
。

　

本
会
議
と
は
、
議
員
全

員
で
構
成
す
る
会
議
の
こ

と
を
い
い
、年
四
回
三
月
、

六
月
、
九
月
、
十
二
月
に

開
催
さ
れ
、
必
要
に
応
じ

て
臨
時
会
も
開
催
さ
れ
ま

す
。
議
会
と
し
て
の
権
限

や
能
力
は
本
会
議
に
認
め

ら
れ
る
も
の
で
、
議
会
の

議
決
、承
認
、同
意
な
ど
は
、

こ
の
本
会
議
で
行
な
わ
な

け
れ
ば
法
的
な
効
力
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
に
比
べ
委
員
会
は
、

議
会
の
内
部
組
織
と
し
て
、

議
員
の
一
部
を
も
っ
て
構

成
す
る
会
議
の
こ
と
を
い

い
、
議
会
の
運
営
を
協
議

す
る
議
会
運
営
委
員
会
の

他
に
綾
瀬
市
に
は
、
三
つ

の
常
任
委
員
会
と
基
地
対

策
特
別
委
員
会
が
あ
り
ま

す
。こ
れ
ら
の
委
員
会
は
、

本
会
議
で
の
審
議
の
予
備

的
調
査
、
調
査
機
関
と
し

て
設
置
さ
れ
る
も
の
で
す
。

「
本
会
議
と委

員
会
」

議
会
用
語
の

ミ
ニ
知
識

市
民
会
議　
　
　

青
�　

愼

２１




